
令
和
３
年
度
採
用

群
馬
県
公
立
学
校
教
員
選
考
試
験
問
題

中

学

校
（

国

語

）

号

名

番験受

氏

注

意

事

項

一

「
開
始
」
の
指
示
が
あ
る
ま
で
は
、
問
題
用
紙
を
開
か
な
い
で
く
だ
さ
い
。

二

問
題
は
、
一
ペ
ー
ジ
か
ら
七
ペ
ー
ジ
ま
で
あ
り
ま
す
。「
開
始
」
の
指
示
後
、
す
ぐ
に

確
認
し
て
く
だ
さ
い
。

三

解
答
は
、
す
べ
て
解
答
用
紙
に
記
入
し
て
く
だ
さ
い
。

四

「
終
了
」
の
指
示
が
あ
っ
た
ら
、
直
ち
に
筆
記
具
を
置
き
、
問
題
用
紙
と
解
答
用
紙

の
両
方
を
机
の
上
に
置
い
て
く
だ
さ
い
。

五

退
席
の
指
示
が
あ
る
ま
で
、
そ
の
場
で
お
待
ち
く
だ
さ
い
。

六

こ
の
問
題
用
紙
は
、
持
ち
帰
っ
て
く
だ
さ
い
。
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一

第
二
学
年
「
読
む
こ
と
」
の
学
習
に
お
い
て
、
ク
ラ
ス
の
友
人
に
、
今
ま
で
読
ん
で
き
た
本
の
中
か
ら
お
す
す
め

の
本
に
つ
い
て
ス
ピ
ー
チ
を
す
る
言
語
活
動
を
設
定
し
た
。
次
は
、
本
単
元
の
【
指
導
計
画
】
と
【
生
徒
Ａ
・
Ｂ
の

ス
ピ
ー
チ
メ
モ
】
で
あ
る
。
後
の
〔
問
一
〕
～
〔
問
四
〕
に
答
え
な
さ
い
。

【
指
導
計
画
】

【
生
徒
Ａ
の
ス
ピ
ー
チ
メ
モ
】

【
生
徒
Ｂ
の
ス
ピ
ー
チ
メ
モ
】

〔
問
一
〕
【
指
導
計
画
】
に
関
す
る
次
の
（
一
）
～
（
三
）
の
問
い
に
答
え
な
さ
い
。

（
一
）

線
Ａ
「
教
師
が
実
際
に
ス
ピ
ー
チ
を
し
て
み
る
」
と
あ
る
が
、
【
つ
か
む
過
程
】
で
、
教
師
が
実
際
に

ス
ピ
ー
チ
を
す
る
意
図
を
説
明
し
な
さ
い
。

（
二
）

線
Ｂ
「
学
校
図
書
館
」
と
あ
る
が
、
学
校
図
書
館
は
「
学
習
セ
ン
タ
ー
」
と
し
て
の
機
能
を
は
じ
め
、

三
つ
の
機
能
を
有
し
て
い
る
。
「
学
習
セ
ン
タ
ー
」
以
外
の
二
つ
を
答
え
な
さ
い
。

（
三
）

線
Ｃ
「
基
本
的
な
情
報
」
と
あ
る
が
、
本
の
ど
の
部
分
を
見
れ
ば
よ
い
か
、
そ
の
名
称
を
答
え
な
さ

い
。

〔
問
二
〕
【
生
徒
Ａ
の
ス
ピ
ー
チ
メ
モ
】
【
生
徒
Ｂ
の
ス
ピ
ー
チ
メ
モ
】
に
関
す
る
次
の
（
一
）
～
（
三
）
の
問
い
に
答

え
な
さ
い
。

（
一
）
《

》
ａ
・
ｂ
に
入
る
著
者
名
を
、
そ
れ
ぞ
れ
漢
字
で
答
え
な
さ
い
。

「
走
れ
メ
ロ
ス
」

《

ａ

》

○
○
○
社

△
△
△
△
年

み
な
さ
ん
、
心
か
ら
信
じ
合
え
る
友
人
は
い
ま
す

か
？
メ
ロ
ス
の
身
代
わ
り
と
な
っ
た
セ
リ
ヌ
ン
テ
ィ
ウ

ス
。
約
束
の
時
間
が
近
付
き
、
も
う
間
に
合
わ
な
い
。

そ
の
時
、「
信
じ
ら
れ
て
い
る
か
ら
走
る
の
だ
。
」
と
メ

ロ
ス
は
言
っ
た
の
で
す
。
僕
は
、
今
ま
で
友
人
と
ケ
ン

カ
を
し
て
、
互
い
の
心
を
傷
付
け
あ
っ
た
こ
と
は
あ
り

ま
し
た
が
、
こ
こ
ま
で
信
じ
合
う
こ
と
が
あ
っ
た
か
な

と
、
ド
キ
ッ
と
し
ま
し
た
。
メ
ロ
ス
を
見
習
っ
て
、
真

剣
に
友
人
と
向
き
合
っ
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
し
た
。

【つかむ過程】（１時間）

・今までの読書を振り返らせる。

単元の課題

本の中で印象に残った部分を引用して、

「おすすめの一冊」を紹介しよう！

・引用を取り入れたスピーチを行い、適切な引

用の仕方を理解するとともに、本の世界を広

げることがねらいであることを伝える。

・どのようにスピーチをするか、Ａ 教師が実際

にスピーチをしてみる。

・紹介する本を決めさせる。Ｂ 学校図書館を活

用させる。

【追究する過程】（３時間）

① 紹介する本のＣ 基本的な情報（書名や著者

名、発行所名、発行年等）やあらすじをまと

めさせる。

② 引用する効果と方法について理解させる。紹介

する本の印象に残っている部分をいくつか選ばせ

た後、一つに絞り込ませ、その理由を書かせる。

③ ②を基に、引用する部分をＡ４サイズの用紙に

書かせるとともに、スピーチメモを作成させる。

３人程度のグループで、互いのスピーチメモへ

のアドバイスをさせる。

【まとめる過程】（２時間）

① クラスを３つに分けて、「スピーチ大会」を行う。

生徒が紹介する本の一覧と、大会後に発表者に

渡す評価シートを配布する。

② 単元全体の振り返りをさせ、回収する。

「
竹
（
『
月
に
吠
え
る
』
よ
り
）
」

《

ｂ

》

○
○
○
社

△
△
△
△
年

・
群
馬
県
出
身
の
詩
人

・
竹
が
ま
っ
す
ぐ
伸
び
て
い
く
様
子

・
特
に
印
象
に
残
っ
て
い
る
と
こ
ろ

「
竹
、
竹
、
竹
が
生
え
」

竹
が
生
長
し
て
い
く
力
強
さ

竹
が
見
渡
す
限
り
生
え
て
い
る
様
子

・
竹
の
生
え
始
め
～
地
上
で
堂
々
と
伸
び
る
姿

＝
必
死
に
生
き
る
人
間
の
生
き
方
の
比
喩
？

・
ｂ
が
書
い
た
他
の
詩
も
読
み
た
い
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（
二
）
ス
ピ
ー
チ
を
す
る
際
、
引
用
し
た
部
分
（

線
部
）
を
、
Ａ
４
サ
イ
ズ
の
用
紙
に
書
い
て
提
示
さ
せ
る

こ
と
に
し
た
。
こ
れ
は
、
引
用
の
際
に
、
か
ぎ
（
「

」
）
で
く
く
る
こ
と
以
外
に
、
ど
ん
な
こ
と
に
留
意
さ
せ

た
い
と
考
え
た
か
ら
か
。
簡
潔
に
答
え
な
さ
い
。

（
三
）
【
生
徒
Ａ
の
ス
ピ
ー
チ
メ
モ
】
を
基
に
ス
ピ
ー
チ
を
す
る
場
合
の
長
所
と
短
所
を
、
【
生
徒
Ｂ
の
ス
ピ
ー
チ
メ

モ
】
を
基
に
ス
ピ
ー
チ
す
る
場
合
と
比
較
し
て
答
え
な
さ
い
。

〔
問
三
〕
こ
の
授
業
を
し
た
あ
と
、
国
語
部
会
（
国
語
科
担
当
者
の
会
議
）
を
行
っ
た
。
次
は
、【
国
語
部
会
の
様
子
】

で
あ
る
。
後
の
（
一
）
、（
二
）
の
問
い
に
答
え
な
さ
い
。

【
国
語
部
会
の
様
子
】

（
一
）

線
「
ブ
ッ
ク
ト
ー
ク
」
と
は
、
設
定
し
た
テ
ー
マ
を
基
に
、
複
数
の
本
に
つ
な
が
り
を
も
た
せ
て
紹

介
す
る
読
書
指
導
の
方
法
の
一
つ
で
あ
る
。
こ
の
方
法
は
、
生
徒
の
読
書
生
活
に
ど
の
よ
う
な
効
果
を
も
た
ら

す
こ
と
が
期
待
で
き
る
か
。
簡
潔
に
説
明
し
な
さ
い
。

（
二
）

Ⅰ

に
は
、
国
語
科
の
授
業
に
お
い
て
言
語
活
動
を
設
定
す
る
意
味
が
入
る
。「
資
質
・
能
力
」
と

い
う
言
葉
を
使
っ
て
、

Ⅰ

に
当
て
は
ま
る
よ
う
に
書
き
な
さ
い
。

〔
問
四
〕
【
指
導
計
画
】
の
【
ま
と
め
る
過
程
】
に
お
い
て
、

線
「
単
元
全
体
の
振
り
返
り
」
と
あ
る
が
、「
何

を
ど
の
よ
う
に
学
ん
だ
か
」
、
「
学
ん
だ
こ
と
を
ど
う
生
か
す
か
」
と
い
う
観
点
を
提
示
し
て
振
り
返
り
を
さ
せ

た
と
こ
ろ
、
【
生
徒
Ｃ
の
振
り
返
り
】
の
よ
う
な
記
述
が
多
く
見
ら
れ
た
。
【
指
導
計
画
】
を
踏
ま
え
て
、
本
単

元
の
授
業
に
対
し
て
、
教
師
と
し
て
の
振
り
返
り
を
書
き
な
さ
い
。

【
生
徒
Ｃ
の
振
り
返
り
】

教
師
Ａ

今
日
の
授
業
は
、
生
徒
が
楽
し
そ
う
に
ス
ピ
ー
チ
を
す
る
こ
と
が
で
き
て
よ
か
っ
た
で
す
。

教
師
Ｂ

楽
し
い
こ
と
は
も
ち
ろ
ん
大
切
な
こ
と
で
す
が
、
Ａ
先
生
は
、
な
ぜ
ス
ピ
ー
チ
を
言
語
活
動

と
し
て
設
定
し
た
の
で
す
か
。

教
師
Ａ

は
い
。
先
日
、
話
し
方
の
学
習
を
し
た
の
で
、
ス
ピ
ー
チ
が
最
適
な
言
語
活
動
だ
と
思
っ
た

か
ら
で
す
。
先
生
方
だ
っ
た
ら
、
ど
ん
な
言
語
活
動
を
設
定
し
ま
す
か
。

教
師
Ｃ

本
屋
さ
ん
の
ポ
ッ
プ
を
例
に
し
て
、
ポ
ッ
プ
作
り
を
よ
く
し
て
い
ま
す
ね
。
ブ
ッ
ク
ト
ー
ク

を
行
っ
た
こ
と
も
あ
り
ま
す
よ
。
生
徒
た
ち
は
意
欲
的
に
取
り
組
ん
で
い
ま
し
た
ね
。

教
師
Ｂ

本
の
帯
を
作
ら
せ
ま
す
ね
。
そ
う
そ
う
、
先
日
は
読
書
座
談
会
を
し
ま
し
た
。
読
書
の
指
導

と
い
っ
て
も
、
い
ろ
い
ろ
な
言
語
活
動
が
考
え
ら
れ
ま
す
ね
。
注
意
し
た
い
の
は
、
活
動
あ
り

き
の
授
業
に
な
っ
て
い
な
い
か
と
い
う
こ
と
で
す
。

Ⅰ

こ
と
を
忘
れ
て
は

い
け
ま
せ
ん
ね
。

最
初
、
み
ん
な
の
前
で
ス
ピ
ー
チ
を
す
る
と
聞
い
た
時
は
、
あ
ま
り
気
が
進
ま
な
か
っ
た
け
れ
ど
、
学
習
が

進
む
に
つ
れ
て
、
何
を
話
す
の
か
が
分
か
っ
て
き
た
し
、
友
だ
ち
か
ら
の
ア
ド
バ
イ
ス
を
も
ら
っ
て
、
や
っ
て

み
よ
う
と
い
う
気
持
ち
に
な
っ
た
。
ス
ピ
ー
チ
大
会
で
は
、
み
ん
な
が
分
か
り
や
す
い
話
し
方
を
意
識
し
て
い

る
こ
と
が
よ
く
伝
わ
っ
た
。
と
て
も
楽
し
い
時
間
だ
っ
た
。
ス
ピ
ー
チ
を
聞
い
て
、
読
ん
で
み
た
い
と
思
っ
た

本
が
何
冊
か
あ
っ
た
の
で
、
図
書
館
で
借
り
て
読
ん
で
み
た
い
。
こ
れ
か
ら
は
、
今
ま
で
読
ん
だ
こ
と
の
な
い

ジ
ャ
ン
ル
の
本
も
読
ん
で
い
こ
う
と
思
う
。
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二

次
の
文
章
を
読
ん
で
、
後
の
〔
問
一
〕
～
〔
問
八
〕
に
答
え
な
さ
い
。
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〔
問
一
〕

線
ア
～
ウ
に
つ
い
て
、
漢
字
の
読
み
を
ひ
ら
が
な
で
、
カ
タ
カ
ナ
は
漢
字
に
直
し
て
書
き
な
さ
い
。

〔
問
二
〕

ａ
・
ｂ
に
入
る
言
葉
と
し
て
最
も
適
切
な
も
の
を
、
次
の

か
ら
そ
れ
ぞ
れ
選
び
な
さ
い
。

〔
問
三
〕

線
Ａ
の
対
義
語
を
漢
字
二
字
で
書
き
な
さ
い
。

〔
問
四
〕

ｃ
に
あ
て
は
ま
る
言
葉
を
文
中
か
ら
漢
字
二
字
で
書
き
な
さ
い
。

〔
問
五
〕

線
①
「
そ
の
た
め
、
食
物
の
欠
乏
に
は
ひ
ど
く
弱
い
」
と
あ
る
が
、
こ
の
文
の
主
語
に
当
た
る
言
葉

は
何
か
を
答
え
な
さ
い
。

〔
問
六
〕

線
②
「
ま
る
で
変
温
動
物
の
よ
う
に
な
っ
て
」
と
あ
る
が
、
変
温
動
物
の
ど
の
よ
う
な
点
を
述
べ
て

い
る
か
。
「
～
こ
と
」
に
続
く
よ
う
に
、
文
中
か
ら
探
し
て
二
十
字
以
内
で
書
き
な
さ
い
。

〔
問
七
〕

線
③
「
冷
え
性
で
手
が
冷
た
く
な
り
や
す
い
人
」
は
、
不
眠
に
な
り
や
す
い
と
い
う
が
、
そ
れ
は
な

ぜ
か
。
そ
の
理
由
を
、「
機
構
」
と
い
う
言
葉
を
用
い
て
、
五
十
字
以
内
で
説
明
し
な
さ
い
。

〔
問
八
〕

線
④
「
大
脳
が
発
達
す
る
に
し
た
が
っ
て
睡
眠
が
発
達
し
て
き
た
」
と
あ
る
が
、
ど
う
い
う
こ
と
か
。

「
適
応
力
」
「
エ
ネ
ル
ギ
ー
」
「
シ
ス
テ
ム
」
と
い
う
言
葉
を
用
い
て
、
「
～
と
い
う
こ
と
」
に
続
く
よ
う
に
、

九
十
字
以
上
百
十
字
以
内
で
説
明
し
な
さ
い
。

な
か
で
も

あ
わ
せ
て

し
か
し

こ
う
し
て

つ
ま
り

さ
ら
に
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三

次
の
Ａ
～
Ｃ
の
古
文
を
読
ん
で
、
後
の
〔
問
一
〕
～
〔
問
八
〕
に
答
え
な
さ
い
。

ＡＢＣ
〔
問
一
〕
Ａ
～
Ｃ
の
文
章
は
、
あ
る
紀
行
文
に
収
め
ら
れ
て
い
る
。
そ
の
紀
行
文
の
名
前
、
成
立
し
た
時
代
を
書
き
な

さ
い
。

〔
問
二
〕
紀
行
文
と
は
ど
の
よ
う
な
文
章
の
こ
と
を
い
う
か
。
簡
潔
に
説
明
し
な
さ
い
。

〔
問
三
〕

線
「
白
河
の
関
」
、
「
松
嶋
」
、
「
板
敷
山
」
の
よ
う
に
、
和
歌
に
使
わ
れ
た
り
、
詠
み
込
ま
れ
て
き
た

り
し
た
地
名
の
こ
と
を
何
と
い
う
か
、
漢
字
で
書
き
な
さ
い
。
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〔
問
四
〕

線
ａ
「
を
の
づ
か
ら
」、
ｂ
「
お
ほ
ひ
」
を
現
代
仮
名
遣
い
に
直
し
な
さ
い
。

〔
問
五
〕

線
「
負
る
あ
り
、
抱
る
あ
り
、
児
孫
愛
す
が
ご
と
し
」
は
、
島
が
重
な
っ
て
い
る
様
子
を
子
や
孫
が

仲
良
く
す
る
姿
に
た
と
え
た
も
の
だ
が
、
Ａ
に
も
、
あ
る
も
の
を
他
の
も
の
に
た
と
え
て
い
る
文
が
あ
る
。
そ

の
文
を
現
代
語
に
訳
し
な
さ
い
。

〔
問
六
〕
こ
の
紀
行
文
の
特
徴
と
し
て
、
多
数
の
俳
句
が
詠
み
込
ま
れ
て
い
る
こ
と
が
挙
げ
ら
れ
る
が
、
Ｂ
で
は
、
俳

句
が
詠
ま
れ
て
い
な
い
。
こ
の
理
由
に
つ
い
て
作
者
は
ど
う
述
べ
て
い
る
か
、
現
代
語
で
答
え
な
さ
い
。

〔
問
七
〕
Ａ
、
Ｂ
、
Ｃ
に
描
か
れ
て
い
る
情
景
描
写
の
共
通
し
て
い
る
点
を
、
植
物
の
表
現
の
仕
方
に
着
目
し
て
答
え

な
さ
い
。

〔
問
八
〕
新
編
日
本
古
典
文
学
全
集
「
松
尾
芭
蕉
集
①
」
に
よ
る
と
、
Ｃ
の
俳
句
「
さ
み
だ
れ
を
あ
つ
め
て
早
し
最
上

川
」
の
初
案
は
、
「
さ
み
だ
れ
を
あ
つ
め
て
す
ず
し
最
上
川
」
で
あ
っ
た
と
言
わ
れ
て
い
る
。
芭
蕉
は
、
な
ぜ

「
す
ず
し
」
か
ら
「
早
し
」
と
い
う
言
葉
に
改
め
た
の
か
。
あ
な
た
の
考
え
を
、
Ｃ
の
情
景
を
踏
ま
え
て
書
き

な
さ
い
。

四

次
の
漢
文
を
読
ん
で
、
後
の
〔
問
一
〕
～
〔
問
三
〕
に
答
え
な
さ
い
。

〔
問
一
〕

線
ａ
を
、
①
書
き
下
し
文
に
直
し
、
②
現
代
語
に
訳
し
な
さ
い
。

〔
問
二
〕

線
ｂ
の
「
而
」
は
、
訓
読
す
る
と
き
に
は
読
ま
な
い
字
で
あ
る
が
、
こ
の
よ
う
な
文
字
を
何
と
い
う

か
。
ま
た
、
そ
の
働
き
に
つ
い
て
簡
潔
に
書
き
な
さ
い
。

〔
問
三
〕

線
ｃ
の
書
き
下
し
文
に
合
う
よ
う
に
、
送
り
仮
名
と
返
り
点
を
付
け
な
さ
い
。

食

而

不

知

其

味
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五

次
の
〔
問
一
〕
～
〔
問
三
〕
に
答
え
な
さ
い
。

〔
問
一
〕
熟
語
の
構
成
に
関
す
る
問
題
に
つ
い
て
、
次
の
（
一
）
、（
二
）
の
問
い
に
答
え
な
さ
い
。

（
一
）
次
の
①
②
の
熟
語
の
構
成
と
し
て
適
切
な
も
の
を
、
後
の
ア
～
オ
か
ら
記
号
で
選
び
な
さ
い
。

①

黒
板

②

点
滅

ア

似
た
意
味
の
漢
字
を
重
ね
た
も
の

イ

反
対
の
意
味
の
漢
字
を
重
ね
た
も
の

ウ

上
下
で
主
語
・
述
語
の
関
係
の
も
の

エ

上
下
で
修
飾
・
被
修
飾
の
関
係
の
も
の

オ

上
の
字
が
下
の
字
の
意
味
を
打
ち
消
し
て
い
る
も
の

（
二
）
熟
語
の
構
成
の
授
業
で
、「
握
手
」
の
構
成
を
視
覚
的
に
説
明
し
た
い
。
板
書
で
ど
の
よ
う
に
示
す
か
を
矢
印

や
記
号
な
ど
を
用
い
て
書
き
な
さ
い
。

〔
問
二
〕
次
の
資
料
は
、
文
化
庁
の
「
国
語
に
関
す
る
世
論
調
査
」
の
一
部
で
あ
る
。
後
の
（
一
）
、
（
二
）
の
問
い
に

答
え
な
さ
い
。

（
一
）
「
食
べ
ら
れ
な
い
」
を
品
詞
分
解
し
、
そ
れ
ぞ
れ
の
品
詞
名
を
答
え
な
さ
い
。

（
二
）
「
食
べ
れ
な
い
」
「
来
れ
ま
す
か
」
と
い
っ
た
「
ら
抜
き
言
葉
」
の
使
用
に
つ
い
て
、
資
料
か
ら
分
か
る
こ
と

と
、
そ
の
こ
と
に
対
す
る
あ
な
た
の
考
え
を
、
理
由
も
含
め
て
書
き
な
さ
い
。

〔
問
三
〕
「
板
」
と
い
う
漢
字
を
使
っ
て
、
行
書
の
特
徴
で
あ
る
①
「
点
画
の
省
略
」
と
、
②
「
点
画
の
連
続
（
直
接
連

続
）
」
に
つ
い
て
説
明
し
た
い
。
「
板
」
を
行
書
で
書
き
、
①
・
②
の
特
徴
が
出
て
い
る
部
分
を
囲
み
、
①
・
②

を
つ
け
な
さ
い
。



号

名

）

番

年

国

語

解
答
用
紙

二
枚
中
の
一

験

３

受

氏

(

一

（
一
）

〔
問
一
〕
（
二
）

（
三
）

（
一
）

ａ

ｂ

（
二
）

〔
問
二
〕

長
所

短
所

（
三
）

（
一
）

〔
問
三
〕

（
二
）

〔
問
四
〕

二〔
問
一
〕

ア

イ

ウ

〔
問
二
〕

ａ

ｂ

〔
問
三
〕

〔
問
四
〕

〔
問
五
〕

〔
問
六
〕

〔
問
七
〕

〔
問
八
〕

100



号

名

）

番

年

国

語

解
答
用
紙

二
枚
中
の
二

験

３

受

氏

(

三〔
問
一
〕

名
前

時
代

〔
問
二
〕

〔
問
三
〕

〔
問
四
〕

ａ

ｂ

〔
問
五
〕

〔
問
六
〕

〔
問
七
〕

〔
問
八
〕

四

①

〔
問
一
〕

②

〔
問
二
〕

文
字

働
き

〔
問
三
〕

食

而

不

知

其

味

五

〔
問
一
〕
（
二
）

〔
問
一
〕
（
一
）

①

②

（
二
）
は
下
欄

（
一
）

食

べ

ら

れ

な

い

〔
問
二
〕

（
二
）

〔
問
三
〕



号

名

）

番

年

国

語

解
答
用
紙

二
枚
中
の
一

３

験

(

受

氏

一

（
一
）

生
徒
に
単
元
の
ゴ
ー
ル
の
姿
を
イ
メ
ー
ジ
さ
せ
、
学
習
の
大
ま
か
な
流
れ
を
つ
か
ま
せ
る
た
め
。

等

３
点

〔
問
一
〕
（
二
）

読
書
セ
ン
タ
ー

情
報
セ
ン
タ
ー

完
答
３
点

（
三
）

奥
付

２
点

（
一
）

ａ

太
宰

治

ｂ

萩
原
朔
太
郎

２
点×

２

（
二
）

引
用
す
る
文
章
が
適
切
な
量
で
あ
る
こ
と
。

等

３
点

〔
問
二
〕

長
所

短
所

（
三
）

伝
え
た
い
こ
と
が
整
理
さ
れ
て
お
り
、
正
確
に
伝
え
る

原
稿
を
読
ん
で
し
ま
い
、
相
手
を
見
て
話
す
こ
と
が
で

こ
と
が
で
き
る
。

等

き
な
い
。

等

完
答
３
点

（
一
）

同
じ
テ
ー
マ
の
本
に
も
た
く
さ
ん
の
種
類
が
あ
る
こ
と
を
知
り
、
幅
広
い
読
書
を
す
る
こ
と
に
つ
な
が
る
。

等

４
点

〔
問
三
〕

活
動
す
る
こ
と
を
目
的
と
考
え
る
の
で
は
な
く
、
言
語
活
動
を
通
し
て
、
単
元
で
育
成
す
べ
き
資
質
・
能
力
を
身
に

（
二
）

付
け
て
い
く
。

等

４
点

ス
ピ
ー
チ
に
対
し
て
の
感
想
が
中
心
に
な
っ
て
し
ま
い
、
適
切
な
引
用
の
仕
方
に
つ
い
て
の
記
述
が
な
い
の
で
、
授
業
の
ね
ら
い

〔
問
四
〕

を
示
し
た
り
振
り
返
り
を
さ
せ
た
り
す
る
際
に
、
身
に
付
け
さ
せ
た
い
力
を
意
識
さ
せ
る
よ
う
に
す
る
。

等

４
点

二〔
問
一
〕

ア

せ
い
ぎ
ょ

イ

代
謝

ウ

徹
夜

２
点×

３

〔
問
二
〕

ａ

し
か
し

ｂ

つ
ま
り

２
点×

２

〔
問
三
〕

需
要

２
点

〔
問
四
〕

眠
気

２
点

〔
問
五
〕

恒
温
動
物
（
は
）

２
点

等

４
点

〔
問
六
〕

外

気

温

が

低

く

な

る

と

活

動

が

で

き

な

く

な

る

手

先

の

皮

膚

か

ら

熱

を

逃

が

す

こ

と

が

上

手

に

で

き

〔
問
七
〕

ず

、

脳

の

温

度

を

下

げ

て

眠

気

を

誘

う

と

い

う

機

構

が

働

か

な

い

か

ら

。

等

（
四
十
八
字
）

等

４
点

大

脳

の

発

達

に

よ

っ

て

、

環

境

へ

の

適

応

力

は

飛

躍

的

に

高

く

な

っ

た

が

、

膨

大

な

エ

ネ

ル

ギ

ー

を

消

費

す

る

よ

う

に

な

っ

た

た

め

、

体

内

の

温

度

を

下

げ

る

〔
問
八
〕

こ

と

で

、

強

制

的

に

大

脳

の

活

動

を

低

下

さ

せ

、

上

手

に

休

息

・

回

復

を

図

る

シ

ス

テ

ム

が

発

達

し

た

等

（
九
十
九
字
）

等

６
点

ishizawa-ta
テキストボックス
以
下
は
あ
く
ま
で
も
解
答
の
一
例
で
す




号

名

）

番

年

国

語

解
答
用
紙

二
枚
中
の
二

３

験

(

受

氏

三〔
問
一
〕

名
前

お
く
の
ほ
そ
道

時
代

江
戸
時
代

（
奥
の
細
道

等
も
可
）
１
点

１
点

〔
問
二
〕

旅
行
を
し
た
時
の
体
験
や
感
想
な
ど
を
書
き
綴
っ
た
文
章

等

３
点

〔
問
三
〕

歌
枕

３
点

〔
問
四
〕

ａ

お
の
ず
か
ら

２
点

ｂ

お
お
い

２
点

〔
問
五
〕

卯
の
花
の
白
い
と
こ
ろ
に
、
さ
ら
に
白
い
茨
の
花
が
咲
き
誇
っ
て
、
雪
の
折
に
で
も
関
を
越
え
て
い
る
よ
う
な
気
が
す
る
。

等

４
点

〔
問
六
〕

あ
ま
り
に
素
晴
ら
し
い
景
色
で
、
こ
の
様
子
を
誰
が
絵
画
や
詩
文
に
表
現
で
き
る
た
ろ
う
か
。
だ
れ
も
表
現
な
ん
て
で
き
な
い
。

等

４
点

〔
問
七
〕

鮮
や
か
な
色
彩
で
表
現
す
る
こ
と
で
自
然
の
豊
か
さ
を
表
し
て
い
る
。

等

４
点

最
上
川
の
涼
し
さ
や
清
涼
感
か
ら
「
す
ず
し
」
と
表
現
し
た
も
の
の
、
五
月
雨
で
増
水
し
て
水
が
あ
ふ
れ
か
え
り
、
船
が
ひ
っ
く

〔
問
八
〕

り
返
り
そ
う
に
な
る
ほ
ど
の
最
上
川
の
激
し
さ
を
表
す
に
は
、
「
は
や
し
」
の
方
が
適
切
だ
と
思
っ
た
か
ら
。

等

６
点

四

①

心
焉
（
こ
こ
）
に
在
ら
ざ
れ
ば
、
視
れ
ど
も
見
え
ず

２
点

〔
問
一
〕

心
が
上
の
空
の
状
態
で
は
、
見
て
い
る
よ
う
で
も
実
際
に
は
何
も
見
え
て
い
な
い
と
い
う
こ
と
。

②

（
心
を
集
中
さ
せ
な
け
れ
ば
、
真
実
を
見
抜
く
こ
と
は
難
し
い
と
い
う
こ
と
）
。

等

３
点

〔
問
二
〕

文
字

置
き
字

働
き

語
句
と
語
句
と
の
関
係
を
示
し
た
り
、
文
の
流
れ
を
整
え
た
り
す
る
働
き

等

完
答
３
点

ヘ
ド
モ

ラ

ノ

ヲ

〔
問
三
〕

食

而

不

知

其

味

２
点

レ

二

一

五

２
点×

２

〔
問
一
〕
（
二
）

〔
問
一
〕
（
一
）

①

エ

②

イ

（
二
）
は
下
欄

る

を

握

手

レ

（
一
）

食

べ

ら

れ

な

い

※
下
か
ら
上
の
矢
印
等
も
可

動
詞

助
動
詞

助
動
詞

３
点

完
答
３
点

・
こ
こ
二
十
年
の
間
に
、
い
わ
ゆ
る
「
ら
抜
き
言
葉
」
を
使
う
人
が
増
え
て
い
る
。

〔
問
二
〕

言
葉
は
時
代
と
と
も
に
変
化
し
て
い
く
も
の
な
の
で
、
柔
軟
に
受
け
入
れ
る
べ
き

で
あ
る
。

・
「
ら
抜
き
言
葉
」
を
使
う
人
が
少
し
ず
つ
増
え
て
い
る
。
助
動
詞
「
ら
れ
る
」
は

（
二
）

受
け
身
や
尊
敬
、
可
能
等
の
意
味
が
あ
り
、
「
ら
抜
き
言
葉
」
は
そ
れ
ら
を
区
別
〔
問
三
〕

す
る
よ
さ
も
あ
る
。
今
後
今
ま
で
以
上
に
一
般
的
に
な
る
と
も
考
え
ら
れ
る
。

・
「
ら
抜
き
言
葉
」
を
使
う
人
が
増
え
て
い
る
が
、
ま
だ
過
半
数
に
は
届
か
ず
、
従

来
の
言
葉
遣
い
を
し
て
い
る
人
の
方
が
多
い
。
昨
今
「
言
葉
の
乱
れ
」
が
問
題
に

な
る
こ
と
も
多
い
た
め
、
許
容
す
る
に
は
時
期
尚
早
で
あ
る
と
考
え
る
。

等

４
点

３
点×

２
（
資
料
か
ら
分
か
る
こ
と
・
考
え
）

板
②

①

ishizawa-ta
テキストボックス
以
下
は
あ
く
ま
で
も
解
答
の
一
例
で
す



